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１． はじめに

メタセコイアルダな/(zse9"ｏｉａｇ帥如sかり60/dどｓＨｕｅｔＣＨＥＮＧは，スギ科のｌ属１種の植物で，現在，中国

西南部，揚子江中流域の湖北省利川（Lichuan）市と，その周辺の数カ所にのみ分布している（Fig.１)。

しかも，林分として存在するのは，利川市西部の忠路(Zhonglu)区だけで，その他の自生は，利川市西部

磨刀渓（Motaoqi）のｌ個体，四川省東部石柱（Shizhu）県の３個体，湖南省西北部龍山（Longshan）の

３個体が確認されているにすぎない（Fig.１，BARTHoLoMEwetα/､,1983)。

メタセコイア属〃c/(zsg9"OjZzは，最初,化石属として三木茂によって設立された。すなわち，MIKI(1941）

は，それまでセコイア属Se9Zのわにあてはめられていた化石種を，イチイヒノキ〃ejZZSe9"OjZZdiS"C血ｚ

(HEER)MIKIと命名し，メタセコイア属を独立させた｡一方,現生種のメタセコイア発見の経緯は,FuLLING

(1976）やBARTHoLoMEwerα/､（1983）に詳しく述べられているが，要約すると次のようになる。現生種

の発見は，化石属の設立と同じ１９４１年に，Ｄ,ＧＡＮが当時四川省だった利川市磨刀渓のメタセコイアに気

づいたのが最初である。１９４３年にはＺＷＡＮＧによって標本が採集され，Ｗ．Ｃ．CHENGのもとへ送られた。

CHENGは標本の植物が新属の植物だと見抜いただけでなく，１９４６年に２度にわたって助手のＪ､ＸｕＥを磨

刀渓に派遣して標本を採集し，研究を進めた。静生生物学研究所（FanMemoriallnstituteofBiology）

所長のＸ・Ｈｕもこの標本を調べ，MIKI(1941）が記載したメタセコイア属に属することを明らかにした。

その結果，1948年に現生種としてのメタセコイアＷ”sg9猟o”ｇ妙如s"60雄ｓＨｕｅｔＣＨＥＮＧ）が記載

された（Ｈｕ＆CHENG,1948)。

Leftmapshowingthedistributionofthenaturalhabitatofルfe/､Ｓｃ”Ｏｊａｇ姉jos‐
/、60忽Cs(afterBARTHoLoMEwaα/､,1983).Dotedlinesshowtheborderof
theSichuan，Hubei，andHunanProvince，１to3andsquareshowingthe

distribuｔｉｏｎｏｆ〃e/ns”"oな：１，Motaoqi;２，shizhu;３，Longshanandsquare，

ChongluDistrict，ｔｈｅａｒｅａｏｆｒｉｇｈｔｍａｐ・RightmapshowingChonglu
District：Ａ，karstupland；Ｂ,distributionofnaturalhabitatｓｏｆ〃eZZzsg‐
9"oねｇ４がCsか０６０忽eｓ
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１９４７年には，当時アーノルド樹木園園長だったＥ,Ｄ､MERRILLの補助金によって，Ｗ．Ｃ．CHENGが助

手のＪ､Ｈｕの調査隊をメタセコイア自生地に派遣した｡３カ月におよぶ調査の結果,現在の利川市忠路区小

河（Xiaohe）付近で多数の自生のメタセコイアが発見された。この時に採取された多量の種子がアメリカ

に送られ，世界各地へ頒布された。１９４８年に，Ｒ､WCHANEY(CHANEY,1948),Ｗ．Ｃ．CHENG（CHu＆

CooPER，1950),Ｊ・LGREssITT（GREssITT，1953）の調査隊がそれぞれメタセコイア自生地の調査を行っ

た。このうち，CHENGの調査隊は，メタセコイアの林分にコドラートを設定し，簡単な植生調査を行った

（ＣＨｕ＆CooPER,1950)。その後，外国人がメタセコイア自生地を調査することができなくなり，自生地

でのメタセコイアの生態学的調査は，現在にいたるまで行われていない。1980年に，外国人としては32年

ぶりにメタセコイア自生地に入ったアーノルド樹木園の調査隊がフロラ調査を行い，自生地の現状を報告

している（BARTHoLoMEwe／α/､,1983)。

筆者らは，１９９２年８月中旬に湖北省利川市のメタセコイア自生地を訪問した。利川市忠路区小河(Xiao，

he）と桂花(Guihua）のメタセコイア林を見ることができたのは８月１２日の短い時間だけであったが，メ

タセコイア自生地の現状や，自生地でのメタセコイアの樹形と生育環境について，新たな知見を得ること

ができた。８月１１日には，利川市毛皿(Maoba）区でイヌカラマツ凡“do〃砥α加α6"is(NELsoN)REHD．

とタイワンスギ属、z加α"ね”《sわ"αGAussENの自生も見ることができた。これらの植物の現在の自生

状況をここに報告し，生態的特性について考察を行う。なお，利川市外事珊公室の皆様には，現地調査の

ための諸手続きをお願いした。利川市林業局の皆様には，メタセコイアの自生状況を教えていただき，自

生地へと案内していただいた。以上の方々に感謝いたします。

2．メタセコイア自生地とその周辺の地形

Fig.１の河川の方向が示すように，メタセコイア自生地が分布する四川省東部から湖北省西部には，標

高１０００ｍから１５００ｍの摺曲山脈が西南一東北方向に配列している。四川省と湖北省の境界付近を走る七

曜山（Qiyao-shan）から揚子江本流にかけての山脈は，主にジュラ系の砂岩ないし泥岩から構成され，七

曜山東麓から利川，毛畑（Maoba）周辺にかけての台地ないし山地は，主に三畳系の石灰岩から構成され

ている(中国地質科学研究院，1973)。七曜山東麓から利川周辺は，標高１０７０ｍ前後のカルスト台地になっ

ており，河川は至るところで台地の下を伏流している。

自生のメタセコイア林が見られる忠路（Zhonglu）区は，利川の南西２５ｋｍに位置し，揚子江支流の郁

江源流を含む,標高1200ｍから1700ｍの山地から構成される(Fig.１右図)。忠路区の北側には,標高１５００

ｍ～1700ｍの福宝山(Fubao-shan)が東西に走っている。福宝山の北側斜面は石灰岩で構成され，北麓は

利川市街地のあるカルスト台地に移行する。福宝山の南側から小河にかけての,忠路区北部の地質は，ジュ

ラ系の砂岩ないし泥岩である(中国地質科学研究院,1973)。一方,忠路区南部の地質は石灰岩で,標高１１００

ｍから１６００ｍのカルスト台地を形成している。忠路区の西側には，主に石灰岩で構成される七曜山(標高

1600ｍ～1800ｍ）が東北一南西方向に走っている。

忠路区の水系は，東半分の獅子収（Shizi-ba）が位置する郁江の源流域と西半分の小河（Xiaohe）が位

置する流域とに２分される（Fig.１右図)。西半分の流域は，七曜山の東側にそって南北約２０ｋｍ，東西約

5ｋｍにひろがる。この流域は，ＣＨｕ＆CooPER（1950）ではShui-hsavalley（水杉渓谷）と呼ばれてお

り，メタセコイアが最も多く分布している。この流域の本流河川谷底は，桂花（Guihua）から小河周辺に

かけて，標高１１００ｍから１０５０ｍの幅数百ｍの平坦面を形成している。本流河川は，小河の５．５ｋｍ南東

のカルスト台地縁辺で，高さ２００ｍの岩壁の下へ伏流し（ＣＨｕ＆CooPER,1950)，忠路付近で再び地表に

出て，郁江本流と合流する。

3．メタセコイア自生地の気候

利川市の気候については，利川（標高１０７０ｍ)の利川市気象局気象ステーションで観測された。１９５９年

から１９７８年までの記録があり，一部はBARTHoLoMEw“α/､(1983）に記戦されている。Fig.２に利川の

月平均気温と月降水堂を示す。年平均気温は12.8°Ｃで，年平均気温の最高値は17.1°Ｃ，年平均気温の最低

値は9.1°Ｃである。最暖月７月の月平均気温は23.3°Ｃ，最寒月１月の月平均気温は1.7℃である。最高気温
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の極値は１９５９年８月２３日に35.4°Ｃが観測され,最低気温の極値は１９７２年２月８日に-15.1°Ｃが観測され

ている。無霜期間は２１０日間である。

年降水量は1282.9ｍｍで，５～９月に降雨が多く，月144～187.5ｍｍを記録している。５月の降水量が

187.5ｍｍと最も多く，５月から６月にかけて洪水が発生するという。１２月から２月までの月降水量は３０

ｍｍ以下で，１月の降水量が18.7ｍｍと最も少ない。７月下旬から８月中旬までの期間は雨が少なく，この

地域に干害をもたらせる。相対湿度は，年平均82％と非常に高い。年間日照時間は1298.9時間で，年間可

照時間の２９％に相当する。

農作物に被害をあたえる気象現象として，夏の干害と初夏の洪水の他に，３～５月と９～１１月に雨と低温

が続くこと，３月から９月にかけて糧が頻繁に発生することがあげられる。

利川の気候は，年降水量が比較的少ない割に，年間を通じて相対湿度が高いことで特徴づけられる。こ

れは，雲が多く，霧が頻繁に発生するこの地域の気候の特色を表しており，日照時間にも影響を与えてい

る。すなわち，日本の暖温帯各地の年間日照時間は１８００時間から２３００時間の間で（国立天文台，1989)，

それと比較すると利川の日照時間はきわめて短いといえる。冬の降水量もこの地域の気候を特徴づけてい

る。利川の１月の降水量は，日本各地の月降水量最低値が最も低い，前橋の１２月の２２ｍｍ（国立天文台，

1989）よりも低い値である。ただし，自生のメタセコイア林が分布する忠路区は，東西に走る福宝山をへ

だてて南にあるので，利川よりも降水量が多い可能性がある。

4．メタセコイア自生地の現状

磨刀渓のメタセコイア

磨刀渓（Motaoqi,Fig.１の地点ｌ）は，湖北省利川市東部の七曜山西麓に位置し，標高は1330ｍであ

る。四川省から湖北省へ至る交通の要所であり，村落周辺の道路はアスファルトで舗装され，鉄筋の建物

も少なくない。百原（1993）巻頭写真１のメタセコイアは，現生種発見の発端となった木で，磨刀渓に存

在する唯一の大木である。この木は，丘陵を開析する西向きの小谷の谷底が本流谷底に接する部分の，小

谷谷底のほぼ中央に生育している。本流の谷底面は水田になっており，メタセコイアが立っている地表面

と本流谷底の水田面との標高差は約1.5ｍである。１９４８年に撮影された写真(三木，1953）に写っている，

木の下の詞と川沿いの別の２本のメタセコイアの若木は，現在では見られない。木のまわりは整備され，

周囲を石材の柵で取り囲む工事を行っている最中であった。

このメタセコイアは，胸高直径が167ｃｍで，樹齢は約４５０年と推定されている（BARTHoLoMEwaα/､，
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中国湖北省利川市のメタセコイア自生地（百原新ほか）
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1983)。１９４８年の写真(三木，1953)と比較すると，枝振りはあまり変わっていない。雄花序は比較的多かっ

たが，球果を確認することはできなかった。地元の人の話では，球果の成り年は2～3年に一度で，1991年

が成り年だったという。株の周囲はきれいに掃除，除草されているために，球果は一つも落ちていなかっ

たし，実生も見ることはできなかった。南から東北側の樹幹表面には，葉状地衣と蘇類が付着していた。

周囲の丘陵はトウモロコシ畑かタイワンアカマツＰ加z4s加αso””αの植林になっており，２次林は少な

い。百原（1993）巻頭写真ｌのメタセコイアの右側（小谷の南側谷壁）には２次林が見られる。この林は

タイワンアカマツとニセアカシアRO6伽ｍｐｓ”qIo-acacjtzを主とし，コウヨウザンｃ郷宛れ"g〃α"jZz〃”

“0/α/"，クリ属Ｃａs”“ｓｐ.,ウルシ属尺ﾉzz《ssp・を含む。道路工事のために道端につんであった石材と，

周囲の丘陵の地形から推察すると，磨刀渓周辺の地質は中生界の砂岩と考えられる。

忠路区のメタセコイア自生地

忠路区林業局で，忠路区内のメタセコイアの分布と個体数についての情報を得た。忠路区では現在４９６０

本のメタセコイアが管理されており，番号をつけて測定が行われている。このなかには，胸高直径100ｃｍ

以上の木が１３本含まれている。メタセコイアが最も多い場所は桂花付近で，管理されている木が1885本

存在する。ＣＨｕ＆CoopER(1950）では，メタセコイアは忠路区の西半分の流域（Shui-hsavalley）に多

く，それ以外の場所では個体数が少ないと記載されているが，林業局が現在管理しているメタセコイアの

38％は郁江源流域の獅子畑周辺にも分布しており(Fig.１)，そこには胸高直径１００ｃｍ以上の個体も３本存

在するという。メタセコイアは水分条件のよい場所を好み，谷底を流れる河川沿いに多いが，七曜山と福

宝山の山中の水分条件のよい場所にも生育している。メタセコイアの自生がみられるのは砂岩あるいは泥

岩上で，忠路区南部に分布する石灰岩上には分布しない（Fig.１)。

忠路区の森林は，１９４８年でもかなり伐採が進んでいたが（CHu＆CooPER,1948),１９５０年代後半以降に

は大部分が伐採された。現在の忠路区とその周辺で普通に見られる森林は，タイワンアカマツを交えた落

葉樹と常緑樹の混交林(２次林)か，あるいはタイワンアカマツ，コウヨウザン，メタセコイアの植林であ

る。小河東南部のカルスト台地上の２次林は，コナラ属アカガシ亜属Ｑｚｨeγ℃z4ssubgen.Ｑﾉcん6α"QPsis，

ユズリハ属、α'ん刀肋ﾉり'"!"〃ｓｐ.，ハンノキ属Ａ/""ssp.，アカメガシワ属Ｍｚ"0蝿ｓｐ.，クリ属を含む広

葉樹とタイワンアカマツから構成される。この２次林では，広葉樹が亜高木層を形成し，それに混交して

タイワンアカマツが高木隅を形成している。小河から桂花にいたる河川の谷底の両側の斜面の多くは，メ

タセコイアとコウヨウザンの植林になっている。この地域で植栽されているメタセコイアには，高さ２５ｍ

以上の高木も少なくない。メタセコイアの成長は速いので，もともと自生していた個体と最近の数十年間

に植栽された個体との区別は困難である。小河の集落の中心にある公安局の前には,８本のメタセコイアの

高木が等間隔に植えられてあったが，これらは村の神として１５０年前に植栽されたものだという。このこ

とは，メタセコイアを信仰の対象として植栽する風習が，古くからあったことを示している。

メタセコイアの実生栽培は，現在の忠路区の主要産業であり，桂花から小河にいたる本流谷底の水田の

多くは，メタセコイアの苗床になっていた（Fig.６)。苗床でみられた実生の多くは，５カ月前（1992年３

月）に種子をまいて育てたもので，高さ２０ｃｍ前後に成長していた。実生は，植林用の苗木として，中国

各地だけでなく国外へも輸出されており，1991年には5000万株を輸出したという。BARTHoLoMEwgｵα/、

(1983）には実生栽培についての記述がないことから，栽培が盛んになったのはここ数年のことと考えられ

る。小河にはメタセコイアの栽培試験場があり，忠路区の各地域から集めた種子から，実生を試験栽培し

ていた（Fig.３)。

Ｈｕ＆ＣＩＩENG（1948）は，メタセコイアの若い木の樹冠は円錐形で，老木になると枝が横にひろがって

丸い樹冠になると記載したが，自生地で見られたメタセコイアには，幼木でも老木でも樹形に変異が見ら

れた。Fig.３中央の木は，小河の栽培試験場で見られた，種子から育てた５年生の木で，側枝は水平に広

く伸びる。Ｆｉｇ３のように側枝が伸びる個体では，Fig､４のように側枝から分枝する枝が下垂する傾向が

あった。老木では，樹齢450年になる磨刀渓の個体(百原，1993,巻頭写真ｌ）は，側枝が水平にひろがっ

て，丸い樹冠である。一方，小河でもっとも樹齢のあるメタセコイアは,細い円錐形の樹冠である(Fig.５)。

Fig.５は小河の集落西の本流河川の流路ぞいに生育していた個体で，胸高直径156.3ｃｍ，樹高約３８ｍで，

樹齢は約４３５年になる。このように，自生地のメタセコイアには，円錐形の樹形をもつ個体と，側枝が水
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平に広く伸びて楕円形の樹形になる個体の，２種類がある。

メタセコイアの大木から構成されるまとまった林分は，小河から桂花までの本流河川沿いでは，支谷谷

底と本流谷底が接する部分と，支谷の谷頭部谷底に分布している。本流と支谷の谷底面は水田になってい

て，メタセコイアは谷底面の縁辺にだけ見られる。支谷谷底縁辺の水路沿いに，数個体のメタセコイアが

識呼
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鴬)蝉瞥1Ｗ蝋督武

bｶﾓ』

j鞭Ｉ 是鰯；；､:翁､鼎，難蝋

Ｆｉｇ．３Ａyoung〃g”s”"omwithwidelyspreadinglateralbranchesattheexperimen･
ｔａｌｓｔａｔｉｏｎｉｎＸｉａｏｈｅ

Ｆｉｇ、４Sweepingbranchesofayoung〃g”s”"oijtzwithwidelyspreadinglateral
branches

Fi９．５ＴｈｅｏｌｄｅｓｔｔｒｅｅｉnXiaohewithconicalcrown

Fi９．６TheriverbedinGuihua、皿９，s“iMomforestdevelopingintheright-handofthe
riverbedalongtheoutletofasmallvalley､Theobliquelowsinforegroundare
nurseriesof〃ｃ畝sg”Oza
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一列に並んでいることもある。桂花の集落では，高さ３０ｍ前後の大木が１０本以上まとまって，林分を構

成していた（Fig.６)。Fig.６右側の林は，支谷谷底と本流谷底が接する場所に成立したメタセコイアの林

分で，林床には人家が建て込んでいた（百原，1993,巻頭写真2)。この林分では，大木が水路にそって生

育していた。根は水路に向けて伸長し，根の一部は水に洗われていた。

桂花付近では，山腹を開析する東向きの支谷の谷頭部で，メタセコイアだけから構成される林分が見ら

れた（百原，1993,巻頭写真３)。標高1230ｍから1255ｍにかけて，胸高直径30ｃｍから８０ｃｍの２７本

のメタセコイアがまとまって生えていた。この林分は自生で，1960年代に現在の林分の周囲が伐採される

までは，現在の２倍の個体数のメタセコイアが生育していたという。林床には，伐採と家畜の被食のため

に低木層はなく，メタセコイアの実生も見られなかった。林床の草本層は，路傍植物のオオバコＰ”Zjtzgひ

Fi宵．７皿g蚊s”郡O7atreesremainingalongtheｓｉｄｅｏｆｔｈｅｒｉｖｅｒｂｅｄｏｆａｓｍａｌｌｖａｌｌｙ‘

ArrowshowｓｔｈｅｐｏｉｎｔｏｆｔｈｅｓｅｅｄｌｉｎｇｉｎＦｉ９．８

Fig.8Aseedlingof〃g恋”"OzagrowingwithP"z蚊ｇＤ“わ"”

Ｆｉｇ．９Standsofnzi””わ〃o〃sjtz72aonasteepslopeinthelimestoneareainMaoba，
Lichuan，Rrowingwithbamboos

Fig・１０Aseedliｎｇｏｆｔｈｅｊｑｓｅｚｲ”/α7がα流α〃姑inMaoba，Lichuan
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ａｓ”たαやチヂミザサＯﾉｳﾉjS"29"zjs7（'zdz‘〃加吻ｓと，ヒメシダ近似種冗ﾉzg妙彪γ域scf.Ｐα“妹，イグサ属

〃"c"ssp.,ハイチゴザサ近似種ﾉSac肋2ｇｃｆ.””0"e"sjS，ヒメクグ近似種Ｋｙ"伽gzzcf､６だ〃加地，シャガ

/'た”0”jaz，タチツボスミレ近似種Ｗｏ/αＣｆ.ｇ”ocgms，コケオトギリ近似種SZz/o"ｚｍｃｆ・ﾉﾋzxzz，ヒメ

ジソ近似種〃osAzcf.”’2/Ae,zz，フキ近似種Ｐｅｌｆａｓ舵ｓｃｆ."o"”ｓといった日本の水湿地に見られる植

物あるいはその近縁種から構成されていた。谷頭部の微地形では，メタセコイアは水路状の凹地に分布が

集中していた。（百原，1993,巻頭写真３)。メタセコイア林の林床には土壌が厚く堆積し，地下水がしみ出

していた。一方，メタセコイア林をとりまく谷壁斜面には泥岩が露出しており，ドクウツギ属ＣＯγわγjZz

s力z”，メギ属Ｂβγ6e'たｓｐ.,シモツケ属Ｓｐ”ｇａｓｐ.,タチパナモドキ属jqy”cα"ｵﾉzasp.,コトネアスター属

ＣＯ/0,2eａｓ舵γｓｐ.，といった１ｍに満たない低木と，シュウメイギク近似種Ａ”g籾o"ｇル”e〃g刀sisが生育し

ていた。そのまわりはトウモロコシ畑になっていて，土壌は乾燥していた。

Fig.７は東向きの支谷の谷底面の端の水路沿いに並んで生育していたメタセコイアで，写真左側の北向

きの谷壁斜面は，メタセコイアとコウヨウザンの植林になっている。２本のメタセコイア大木の近くの，比

較的日あたりのよい場所（Fig.７矢印）で，実生が観察できた（Fig.８)。実生が生育していた場所は道端

で，草本層が刈られていた。実生は，オオバコやチヂミザサとともに生育していた。小河と桂花周辺では，

自然に芽生えたと考えられる実生は極めて稀で，１９８０年のBARTHoLoMEwe/αﾉ．の調査では１株も見つ

けられていない。今回の調査では，２株しか見つけることができなかった。木についている段階で，実生栽

培のための種子が球果ごと採取されるので，地上に落ちている球果も見ることはできなかった。

BARTHoLoMEwcrα/､(1983）は，多数の直径２ｍ以上の樹幹を含む，200本以上の埋没樹幹が小河から

桂花周辺の本流や支谷の谷底から発掘されたことを報告している。今回も，桂花の本流河川谷底で数カ月

前に堀り上げられたという樹幹が，畔に放置されているのを見た。BARTHoLoMEwgtα/､(1983）は，これ

らの埋没樹幹が本流谷底にも広く分布していることから，本流の河床がメタセコイアが優占する植生に被

われていたと考えた。さらに、本流の谷底がもっとも水田耕作に適した場所だったので，今から約320年

前にこの地域の開拓が始まった時に，谷底部に成立していたメタセコイア林が伐採され，谷底縁辺の大木

が信仰目的のために残されたと述べている。

5．イヌカラマツとタイワンスギ属の自生状況

毛皿区は，石灰岩の急峻な山地で構成されており，利川市の中では森林植生が比較的残っている地域で

ある。毛皿区東南部の星斗山（標高1741ｍ）の頂上付近には自然植生が残されており，自然保護区域に指

定されている。

タイワンスギ属、z加α"/αﾉ７０"s”zαは毛収区東南部の共和（Gonhe）で，標高880ｍ前後の石灰岩地帯

の急な斜面にタケ類やタイワンアカマツとともに生育していた（Fig.９)。近づいて観察することのできた

林分は胸高直径８０ｃｍ前後の個体５本と胸高直径１００ｃｍ前後の個体５本を含む計１５本のタイワンスギ

属から構成され，タイワンアカマツの林分と隣接していた。林床は比較的乾燥しており，低木層はフカノ

キ属Ｓｃ"gZﾃﾙｍｓｐ.,カクレミノ属Ｄ"zd”α”〃ｓｐ.,タケ類が優占し，アプラギリ属Ａﾉe”tgssp.,クワ属

〃0"《ｓｓｐ.,ハドノキ属Ｖ"/96〃,zeasp.,キイチゴ属Ｒ"6脚ｓｓｐ.,イイギリ属IZ左sjZzsp・から構成されてい

た。草本層はウラジロＧ/gicA2"な”0"i“が優占していた。ここでは，タイワンスギ属の実生を確認する

ことができなかった。

イヌカラマツは，毛皿区北部善泥（Shanni）の標高800ｍ前後の比較的乾燥した石灰岩地帯の斜面に生

育していた。高さ３０ｍの高木が３本かたまって生育しており，３００ｍはなれた谷の反対側斜面にも若木が

数本みられた。地元住民の話によると，以前は，周辺に高木が多数分布していたが，この３本を残して，

伐採されたとのことであった。この３本の高木は，多数の球果をつけ，風によって散布された種子が，至

るところで芽生えるという。実際に，高木の周辺で実生を見ることができた。Fig.１０は，樹幹から２ｍは

なれた林床で見られた高さ６ｃｍの実生である。

6．メタセコイアの生態的特性

自生地でのメタセコイアの生育地は，谷底部の水分条件のかなり恵まれた場所に限られており，イヌカ
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ラマツやタイワンスギ属が，石灰岩地帯の比較的乾燥した斜面に生育するのと対照的である。現在のまと

まった林分は，谷頭部や支谷の出口に成立しており，過去には河川の氾濫原にも多かったと考えられる

（BARTHoLoMEwerα/､,1983)。これらの場所は，洪水や土砂崩れによる植生の破壊を頻繁にうけやすい

場所である。このような生育地の特徴や，実生が比較的日当たりのよい場所に路傍雑草とともに生育して

いること，実生の成長がきわめて速く短期間で大木に成長すること,自生地で見られる老樹の樹齢が450年

より若く，同じスギ科のセコイアやスギよりも寿命が短いと考えられることから推察すると，メタセコイ

アが先駆植物で，洪水による植生の破壊によって更新を繰り返していた可能性がある。

7． おわりに

自生地でのメタセコイアの実生の栽培が最近盛んになり，自生のメタセコイア林をとりまく状況は悪く

なってきた。球果が樹上で集約的に採取されるために，種子が地上に散布される機会が少なくなった。種

子が採取できるメタセコイアの成木は保護されているが，メタセコイアとともに生育する他の樹種や草本

層の伐採は続いている。この結果，実生による森林の更新ができなくなり，自生の林分は消滅の一途を辿っ

ている。自生の林分が消滅する前に，生態学的調査を行う必要があると同時に，その調査結果をもとにし

て，自然の状態に近い林分を保護する方策を早急にたてる必要がある。
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